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かってに 

レベルアップ！ 

 

 
   

    
   

   
   

   
    

   
   

   
  

   
 
 

氏 

名 
[ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
] 

「私
家
版 

鹿
沼
市
検
定 

初
段
」  

 
 
 
 
 

検
定
実
施
日 

 

令
和
三
年 

 

月 
 

日 
 

限
目 

一 

次
の
地
名
や
行
事
名
等
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

（地
名
は
日
本
郵
便
の
名
称
に
よ
る
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

（
１
）
白
桑
田 

 
 
 
 

（
２
）
石
裂
山 

 
 

（
３
）
古
峰
ヶ
原
（
高
原
） 

 

（
４
）
古
峯
園 

    

（
５
）
古
峯
（
神
社
） 

 

（
６
）
日
渡
路 

 
 
 
 

（
７
）
掬
翠
園 

 
 

（
８
）
発
光
路
（
強
飯
式
） 

 

（
９
）
春
渡
祭 

 
 

（
１
０
）
冬
渡
祭 

 二 

次
の
、
鹿
沼
市
の
名
所
等
に
関
す
る
問
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。  

 

問
一 

古
峯
神
社
が
祭
る
神
は
、
誰
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ 

 
 

イ 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト 

 
 

ウ 

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト 

 
 

エ 

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト 

 
 
 

オ 

菅
原
道
真 

 

問
二 

古
峯
神
社
は
、
江
戸
時
代
に
は
「 

 
 
 

使
い
」
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

狐 
 
 
 

イ 

八
咫
烏
（
や
た
が
ら
す
） 

 
 

ウ 
天
狗
（
て
ん
ぐ
） 

 
 

エ 

狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
） 

 
 

オ 

丑
（
う
し
） 

 

問
三 

今
宮
神
社
が
創
建
さ
れ
た
の
は
、
１
５
３
５
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
年
に
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
有
名
人
は
、
次
の
う
ち
誰
か
。 

 
 
 

ア 

織
田
信
長 

 
 
 
 

イ 

豊
臣
秀
吉 

 
 
 
 

ウ 

徳
川
家
康 

 
 
 
 
 

エ 

マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー 

 

問
四 

次
の
文
章
は
、
「
カ
ヌ
マ
ン
」
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
語
群
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

絢
爛
郷
土
カ
ヌ
マ
ン
は
、
改
造
人
間
で
は
な
い
。 

 
 

Ａ 
 
 

が
つ
く
っ
た
と
言
わ
れ
る
不
思
議
な
仮
面
に
選
ば
れ
た
彼
ら
は
、
嫁
や
家
族
の
応
援
や
ら
失
笑
を
受
け
つ
つ
も
、

か
ん
ぜ
ん
と
悪
の
組
織
「 

 
 

Ｂ 
 
 

軍
団
」
に
立
ち
向
か
い
、
人
知
れ
ず
鹿
沼
の
平
和
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
平
成
二
十
三
年
一
月
六
日
に 

 
 

Ｃ 
 
 

を
交
付
さ
れ
、

鹿
沼
市
民
と
な
り
ま
し
た
。
仮
面
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
関
係
が
深
い
も
の
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
、
１
号
（
レ
ッ
ド
）
は
「 

 
 

Ｄ 
 
 

」
、
２
号
（
ブ
ル
ー
）

は
「 

 

Ｅ 
 
 

」
、
３
号
（
イ
エ
ロ
ー
）
は
「 

 
 

Ｆ 
 
 

」
、
４
号
（
ピ
ン
ク
）
は
「 

 
 

Ｇ 
 
 

」
、
５
号
（
グ
リ
ー
ン
）
は
「
木
工
と
工
業
」
か
ら
き
て
い
る
。 

 
 
 

ま
た
、
「
鹿
沼
市
政
施
行
記
念
献
立
」
と
称
し
て
、
小
中
学
校
で
は
、
十
月
十
日
前
後
に
、
給
食
で
「
カ
ヌ
マ
ン 

 
 

Ｈ 
 
 

」
を
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
出
し
て
い
る
。 

  
 

 

        

問
五 

鹿
沼
を
代
表
す
る
銘
酒
は
、
「
鹿
沼 

 
 

」
で
あ
る
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
漢
字
一
字
を
答
え
な
さ
い
。 

 

問
六 

鹿
沼
を
代
表
す
る
焼
酎
の
銘
柄
は
、
「
は
と
む
ぎ 

 
 

」
で
あ
る
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
二
字
を
答
え
な
さ
い
。 

 

問
七 

毎
年
十
二
月
中
旬
に
し
か
販
売
し
な
い
、
特
別
限
定
の
純
米
吟
醸
の
銘
酒
は
、
「
鹿
華 

 

」
で
あ
る
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
漢
字
一
字
を
答
え
な
さ
い
。 

 

問
八 

樅
山
町
に
あ
る
「
生
子
神
社
」
で
、
９
月
１
９
日
以
降
の
最
初
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
行
事
は
「 

 
 

相
撲
」
で
あ
る
。
こ
の

空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
二
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

問
九 

磯
山
神
社
の
「
あ
じ
さ
い
祭
り
」
は
有
名
で
、
２
５
０
０
株
の
紫
陽
花
が
咲
き
誇
る
。
で
は
、
そ
の
紫
陽
花
の
種
類
は
、
お
お
よ
そ
何
種
類
あ
る
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

２
８
種
類 

 
 
 
 

イ 

１
９
種
類 

 
 
 

ウ 

９
種
類 

 
 
 
 

エ 

３
種
類 

 
 
 

オ 

１
種
類 

 

問
十 

新
鹿
沼
駅
前
に
あ
る
、
「
岡
本
太
郎
」
作
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
、
作
品
名
は
「 

 
 

の
樹
」
で
あ
る
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

宙 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

絆 
 
 
 
 
 
 

ウ 

未
来 

 
 
 
 
 

エ 

夢 
 
 
 
 
 

オ 

太
陽 

 

問
十
一 

２
０
０
８
年
に
開
催
さ
れ
た
、
「
パ
リ
鹿
沼
さ
つ
き
盆
栽
展
」
に
出
展
さ
れ
た
さ
つ
き
の
盆
栽
の
数
は
、
次
の
内
ど
れ
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

５
、
０
０
０
点 

 
 
 
 
 

イ 

２
、
５
０
０
点 

 
 
 
 
 

ウ 

５
０
０
点 

 
 
 
 
 
 
 

エ 

５
０
点 

 

問
十
二 

鹿
沼
の
「
元
祖
屋
台
最
中
（
松
月
）
」
は
有
名
だ
が
、
あ
ん
は
、
「
小
倉
」
と
も
う
一
つ
、
何
味
が
あ
る
か
。 

 

問
十
三 

令
和
五
年
三
月
完
成
予
定
の
、
鹿
沼
市
新
庁
舎
は
何
階
建
て
か
。
（
た
だ
し
、
機
械
室
等
の
あ
る
階
は
屋
上
と
考
え
て
、
階
に
数
え
な
い
こ
と
と
す
る
。
） 

 

問
十
四 

令
和
五
年
三
月
完
成
予
定
の
、
鹿
沼
市
新
庁
舎
の
事
業
費
（
建
設
費
用
）
は
い
く
ら
か
。
（
令
和
元
年
十
月
第
五
回
市
議
会
で
の
補
正
予
算
案
の
時
点
で
の
額
と
す
る
。
）
次
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

１
５
２
億
円 

 
 
 
 
 
 

イ 

９
５
億
円 

 
 
 
 
 
 
 

ウ 

６
５
億
円 

 
 
 
 
 
 
 

エ 

３
８
億
円 

 

 

問
十
五 

鹿
沼
秋
祭
り
の
見
せ
場
の
一
つ
、
二
台
以
上
の
彫
刻
屋
台
が
向
き
合
い
、
お
囃
子
が
競
演
を
行
う
こ
と
を
何
と
い
う
か
。
平
仮
名
四
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

問
十
六 

話
題
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
「
四
季
実
の
種
」
は
、
（
四
個
入
、
１
、
０
０
０
円
、
６
個
入
１
、
２
０
０
円
）
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
中
に
、
鹿
沼
特
産
の
何
が
入
っ
て
い
る
か
。 

 

問
十
七 

２
０
２
１
年
（
５
月
２
９
日
～
６
月
７
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
鹿
沼
さ
つ
き
祭
り
」
は
、
第
何
回
か
。 
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ア 

岡
本
太
郎 

 
 
 

イ 

天
狗
（
て
ん
ぐ
） 

 
 

ウ 

川
上
澄
生 

 
 
 
 
 

エ 

佐
藤
信
（
市
長
） 

 
 

オ 

黒
十
字 

 
 
 
 

カ 

デ
ス
ダ
ー
ク 

 
 

キ 

暴
魔
百
族 

 
 
 

ク 

災
魔
一
族 

 
 
 
 
 

ケ 

ネ
ジ
レ
ジ
ア 

 
 
 
 

コ 

テ
レ
ン
コ 

 
 
 
 
 

サ 

Ｃ
Ｏ
２ 

 
 
 
 

シ 

永
住
権 

 
 

 

ス 

出
生
届 

 
 
 
 

セ 

住
民
異
動
届 

 
 
 
 

ソ 

転
入
票 

 
 
 
 
 
 

タ 

特
別
住
民
票 

 
 
 
 

チ 

ニ
ラ 

 
 
 
 
 

ツ 

箒
（
ほ
う
き
） 

テ 

麻 
 
 
 
 
 
 

ト 

杉 
 
 
 
 
 
 
 
 

ナ 

リ
ン
ゴ 

 
 
 
 
 
 

ニ 

ト
マ
ト 

 
 
 
 
 
 

ヌ 
桜 

 
 
 
 
 
 

ネ 

さ
つ
き 

 

ノ 

イ
チ
ゴ 

 
 
 
 

ハ 

梨 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒ 

蝋
梅
（
ろ
う
ば
い
） 

 

フ 

鹿
沼
土 

 
 
 
 
 
 

ヘ 
千
渡 
 
 
 
 
 

ホ 

今
宮
町 

 

マ 

古
峰
ヶ
原 

 
 
 

ミ 

ク
ッ
キ
ー 

 
 
 
 
 

ム 

ケ
ー
キ 

 
 
 
 
 
 

メ 

ゼ
リ
ー 

 
 
 
 
 
 

モ 

パ
ン 


